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１ 趣旨 

  海老名市教育委員会では２１世紀の教育理念を『ひびきあう教育』とし、子どもたち

に必要な力「生きる力」をはぐくむ教育を推進しています。ひびきあう教育の理念のも

とに目指す２１世紀の子ども像を、「自分を誇れる子」「感性と知性をみがく子」「共感で

きる心をもった子」「わがまち海老名を語れる子」とし、具体的な施策・事業を市の総合

計画（実施計画）に位置付けて取り組んでおります。 

  取り組みの結果につきましては、海老名市では実施計画に位置付けられた全ての施

策・事業を対象として、透明性や客観性を確保するための外部評価を含めた行政評価を

行い、効果的・効率的な行政の推進に資するとともに、市民の皆様への説明責任を果た

すためにお知らせしてまいりました。 

  こうした中、平成 19 年 6 月の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正（平

成 20 年 4 月施行）により、教育委員会は、毎年、その教育行政事務の執行状況について

点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表し

なければならないとされました。 

  海老名市教育委員会では、既に実施している行政評価（事務事業評価）をベースに、

法改正の趣旨に則り教育委員会自らが、教育行政の取組みに対する自己点検・評価を行

い、報告書としてまとめました。 

 

２ 点検・評価の対象 

  点検・評価の対象は、海老名市第四次総合計画前期基本計画の実施計画に位置付けて

実施した平成 20 年度の施策・事業のうち、海老名市の２１世紀の教育理念である「ひび

きあう教育」の推進のために取り組んだ主な施策・事業等（１５施策５１事業）としま

した。 

（巻末「点検・評価の対象施策・事業一覧表」参照） 

 

３ 点検・評価の方法 

 (1) 点検・評価にあたっては、対象とした施策ごとの主な事業について、平成 20 年度の

取組み概要（実施内容）を示し、その結果を踏まえて、今後の対応方向、課題等を示

しました。 

 

 (2) 点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方々等のご意見

をお聞きする機会を設け、様々なご意見、ご助言をいただきました。 

   ご意見等をいただいた方々は、海老名市の教育理念である「ひびきあう教育」の推 

  進にあたり、教育関係者、市民等の各界各層から広く意見を聴き、教育行政に反映さ 

  せるために設置した「海老名市ひびきあう教育懇話会」委員の皆様です。 

 

 



  2

   ご意見等をいただいた「海老名市ひびきあう教育懇話会」委員の皆様 

                              （敬称略） 

  委 員   備 考 

 赤井 孝一  学識経験者（元海老名市教育委員長） 

 安彦 正一  学識経験者（日本大学 非常勤講師） 

 高村 恵  学識経験者（前海老名市立海老名中学校長） 

 牛村 忠雄  学識経験者（前海老名市教育長） 

 内野 一成  団体推薦 （ (社)海老名青年会議所） 

 末永 せつ子  市民委員 （公募） 

 田口 英子  市民委員 （公募） 

 渡辺 雅子  市民委員 （公募） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検・評価結果 
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１ 差別や偏見のない明るい社会の推進 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

人権教育推進事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  人権教育担当者会議（２回開催、３８人参加）を開催するとともに、教職員等の研修 

 会（１１３人参加）への参加を支援しました。 

  また、児童・生徒に対しては、小学生は中～高学年期にあたる４年生、中学生は複数 

 の小学校を卒業した児童が新たな集団を形成する時期である１年生に対し、啓発資料を 

 作成・配布（年１回）しました。（H20.4.7 現在 小４・1,230 人、中１・1,061 人） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  担当者会議の開催、研修会への参加支援については、校内における教員の役割が多様

化する中、各学校への機会均等にも留意しながら現状維持、継続をしていきます。学校

教育の場における人権意識の啓発については、児童・生徒の発達段階等に応じて実施し

ておりますので、今後も同様に実施していきます。 

 

≪施策の概要≫ 

 講演会や学校教育の場などにおいて、人権意識の普及・啓発を行います。 
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２ 生涯学習活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

生涯学習講座等の開催【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  公民館講座（１４講座）、市民教養大学（６講座）、新えびな講座（３講座）を開催し 

 ました。（合計３，３２０人参加） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  市民ニーズ、今日的な社会問題等がバランスよく入っており、参加者の満足度も高く 

 生涯学習の場の提供としての意味は大きいと判断します。社会教育指導員の活用も図ら 

 れており、今後も継続して実施していきます。 

  なお、新えびな講座は一般市民が対象で、市民が企画段階から参加するなど市民活動 

 の側面があるため、平成 21 年度から事業担当課が市長部局の市民協働課へ変更となりま 

 した。 

 

生涯学習成果の展示・発表【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  生涯学習団体の活動成果の発表の場として、実行委員会形式による公民館まつりを開  

 催しました。平成 20 年度は第 25 回の記念事業として、県警による音楽隊の演奏、そば 

 打ち体験を特別企画として組み入れ、好評を得ました。来館者数は２日間で８，０００ 

 人でした。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  公民館利用団体による実行委員会形式（８３団体参加）も年々定着し、自ら進んで活 

 動する姿が見られました。学習成果の発表の場であり、新たな交流、出会いの場でもあ 

 ります。参加される市民の方々からも好評で、今後も継続して実施していきます。 

 

≪施策の概要≫ 

 学校・家庭・地域社会と連携、協働し、学習内容の充実を図り、全ての世代

のニーズに対応した生涯学習活動を推進します。また、広報紙やホームページ

などの各種メディアを有効に活用して、学習活動などの情報を提供します。 

 また、市民協働による生涯学習活動の推進に向け、生涯学習関係団体間の活

発な情報交換や団体相互の連携を図るなど、生涯学習推進体制を充実します。
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市民自主講座開催事業【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  各地域のコミュニティセンターを会場として、地域住民の企画・運営によるコミセン 

 講座を開催しました。（１５回開催、４５６人参加） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  地域の方々が率先して企画・立案した講座の開催であり、パソコン講座、そば打ち体 

 験講座など生活に密着した実践講座もあり、大変好評を得ています。 

  なお、本事業は一般市民が対象で、市民が企画段階から参加するなど市民活動の側面 

 があり、また、コミュニティセンターを会場としていることからコミセン講座とも呼ば 

 れ地域住民と深く結びついているため、平成 21 年度から事業担当課が市長部局の市民協 

 働課へ変更となりました。 

 

家庭教育学級の開催【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  幼稚園の園児、小・中学校の児童・生徒の保護者を対象に、家庭教育学級を開催しま 

 した。 

  ・幼児家庭教育学級（幼稚園８園で開催、１，５２１人参加） 

  ・小学校家庭教育学級（小学校全１３校で開催、１，１８８人参加） 

  ・中学校家庭教育学級（中学校全６校で開催、５３５人参加） 

  ※内容は、人権教育に関するもの、新しい教育がめざすもの、 

   親子のコミュニケーション、思春期や性に関する教育、食育などです。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  各園、各校とも特色ある内容で実施され、親子参加型の学級や父親学級の開催など参 

 加者からも大変好評であり、家庭教育の充実や意識の向上が図られました。今後も、参 

 加しやすい曜日、時間帯の設定も含め、充実した学級開催に向けて、社会教育指導員に 

 よる支援等を継続していきます。 

 

家庭と地域の教育を考えるつどいの開催【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  H20 年度はシンポジウムのテーマを「今、子ども達につけておきたい力」とし、ＰＴ 

 Ａ役員、保護者、地域住民、青少年問題連絡協議会等各種団体からの参加を得て開催し 

 ました。（参加者２５８人） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  一昨年より子どもたちを取り巻く今日的教育課題をシンポジウム形式で行っており、 

 意見発表や意見交換を通して様々な意見（視点）に気づき共通認識を持てることで、参 

 加者の満足度は高く、事業の有効性、必要性の高さを認識しています。 

  今後も継続して実施することにより、家庭と地域の社会教育団体等との連携強化を図 

 っていきます。また、広報えびなの特集、ホームページの活用、生涯学習情報誌えびナ 

 ビの増刷、自治会の回覧等での幅広い周知をしていきます。 



  6

３ 図書館事業の充実 

 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

図書館運営事業【中央図書館】 

≪実施内容≫ 

  図書館利用の促進と読書等に親しむ機会を提供するため、各種講座を開催しました。 

  また、子ども達の読書活動を推進するため、おはなし会等の事業を開催しました。 

  ・図書館講座（２回延べ４日間開催、９４人参加） 

  ・読み聞かせと語りのための講座（３回延べ５日間開催、１２９人参加） 

・ボランティア講習会（１回開催、４３人参加） 

・親子で楽しむ講座（１回４日間開催、１７６人参加） 

・子ども向け講座（１回２日間開催、４８人参加） 

・おはなし会（９９回開催、２，６９９人参加） 

・おはなしひろば（６３回開催、２，４０１人参加） 

・ブックスタート「こんにちは絵本の日」（４８回開催、１，０７７人参加）        

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  図書館講座の開催により、参加者の本への関心が高まり、有益な事業として遂行でき 

 ました。今後、平成 22 年の「国民読書年」に向けて、読書活動の推進と図書館利用者の

増加に繋がる事業として、講座などを継続していきます。 

  おはなし会やブックスタート等は、子ども読書活動の推進を図るために有益な事業と 

 して、ボランティアの方々の協力を得ながら継続していきます。 

 

図書等の情報資料の収集・提供【中央図書館】 

≪実施内容≫ 

  市民の学習・教養・趣味・レクリエーション等のため、図書等の購入は文学や歴史・

芸術・産業・科学などの各分野バランスのよい蔵書等の資料収集に努めました。 

  （中央図書館８，０２５冊・有馬図書館３，２１９冊） 

   蔵書数 中央図書館 291,210 冊 (一般図書 205,120 冊、児童図書 86,090 冊） 

       有馬図書館  89,337 冊 （一般図書 61,023 冊、児童図書 28,314 冊） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  図書等の情報資料の収集・提供は、継続して市民からの意見や要望等も考慮し、幅広 

 い各分野の蔵書構成に努め、市民の利便性を図っていきます。 

≪施策の概要≫ 

 市民が安全で快適に学習活動が行えるよう、図書館の維持管理に努めるとと

もに、市民の様々な学習要求に応えるため、資料の充実を図り、学習活動への

支援を充実します。 
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４ 歴史的空間の確保 

 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

相模国分寺跡歴史公園の整備活用【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  平成 20 年度は、１，２３０㎡（２筆）の民有地を買収しました。 

 （平成 20 年度末 指定面績 34,472.73 ㎡、公有地化面積 25,518.53 ㎡、 

          公有地化率 74.03％） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  今後も、公有地化事業を推進し、公有地化できた所から順次芝生化し、一般市民に開 

 放していきます。なお、公有地化の終了は、平成３９年度を予定しています。 

 

相模国分尼寺跡歴史公園の整備活用【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  平成 20 年度は、１６９．０７㎡（３筆）の民有地を買収しました。 

 （平成 20 年度末 指定面績 7,157.81 ㎡、公有地化面積 4,827.14 ㎡ 

          公有地化率 67.44％） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  今後も、公有地化事業を推進し、公有地化できた所から順次芝生化し、一般市民に開 

 放していきます。なお、公有地化の終了は、平成２９年度を予定しています。 

 

秋葉山古墳群の保存・整備【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  平成 20 年度は、植栽管理等（３号墳の樹木間伐、古墳内の市道に木材チップ布設等） 

 を行いました。また、保存活用検討委員会を立ち上げ、保存整備事業を進めるにあたり、 

 保存活用について検討しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  保存活用検討委員会の検討結果を提言書としてまとめ、提言内容に沿って、保存管理 

 の基本方針、方法、現状変更等の許可に関する取扱基準、将来像を提示した『保存管理 

 計画』を策定します。 

 

≪施策の概要≫ 

 相模国分寺跡、相模国分尼寺跡、秋葉山古墳群、今福薬医門公園について、

保存・整備を図り、歴史公園等の歴史的空間を確保します。また、わかりやす

い史跡・文化財巡りに向けて、史跡文化財ネットワークを形成します。 
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５ 文化財の保護と活用 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

郷土資料館（温故館）設置事業【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  旧村役場調査検討委員会の提言を基本として、温故館は相模国分寺史跡地西側に隣接 

 する民地に移築保存することを、教育委員会として決定しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  移築予定場所については、相模国分寺史跡地全体を上から見渡せる場所にあり、国分 

 寺の模型と比べることにより子どもたちが見て夢を膨らませることができる、教育的観

点から効果が大変期待できる場所であります。 

 ・平成 21 年度 移築先の地質調査、用地測量、移築に伴う設計委託 

 ・平成 22 年度 移築工事 

 ・平成 23 年度 開館予定 

 

文化財の保護【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  県指定文化財の有馬のハルニレについて、剪定・樹木診断・病害虫防除薬剤散布を実

施しました。 

  また、市に寄贈された掛け軸等文化財の保存修理を実施し、その他文化財の試掘調査、 

 収集した資料整理等を実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  文化財の適正な維持管理のため、今後も継続して文化財の保存修理等を実施します。 

  また、資料等を広く市民に公開するための特別展示等を引き続き実施していきます。 

 

≪施策の概要≫ 

 新郷土資料館を設置し、貴重な文化財の一元管理、保護、活用を図るととも

に、地域の歴史や文化財の総合的な調査研究の利便性の向上を図ります。 
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文化財の活用【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  ジャンボかるた大会を２回開催（史跡地を利用して 1 回、学校で１回）、市民文化祭郷 

 土芸能部門で市指定無形文化財である大谷歌舞伎の上演を行いました。また、今回初め 

 て後継者育成事業として「こども歌舞伎」の上演を行いました。 

  史跡等の案内板を年次計画に則り、上郷・河原口・中新田地区に１０基設置しました。 

  えびな史跡ガイド養成講座、まが玉・矢じり・縄文土器作りの体験講座、文化財講演 

 会、史跡散策等の事業を実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  市民の郷土への理解、文化財保護意識の向上のため、史跡地等、海老名の歴史遺産・ 

 文化財を利活用した事業を、継続して実施していきます。 
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６ 市史の調査研究 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

市史編さん事業の充実【生涯学習文化財課】 

≪実施内容≫ 

  『市史８通史編 近代・現代』の刊行及び、平成 22 年度刊行予定の『市史 10 別編 ダ 

 イジェスト』の刊行準備を行いました。 

  また、平成 22 年度開館予定の歴史資料収蔵館の、耐震等改修設計を行いました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  『市史 10 ダイジェスト』については、平成 22 年度内の刊行を目指し、原稿等の準備 

 を進めます。 

  歴史資料収蔵館については、収集した歴史資料の閲覧、分散する資料の一括保管ため、 

 平成２２年４月開館に向けソフト面・ハード面ともに準備を進めていきます。 

 

≪施策の概要≫ 

 歴史資料を永く後世に残すとともに市民の郷土への理解を深める契機とする

ため、市史の調査研究を継続します。 
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７ 青少年の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

野外教育施設充実事業【青少年課】 

≪実施内容≫ 

  野外教育活動（２，２１９人参加）、フロンティアキャンプ（２５人参加）、星座観察 

 会（２７人参加）を開催し、大自然の中で、海老名では体験できない学習・活動の場を 

 提供しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  野外活動のあり方について検証し、さらに効果的な事業運営を検討していきます。 

 

青少年芸術・文化・スポーツ事業【青少年課】 

≪実施内容≫ 

  子ども文化活動発表会（３６２人参加）、少年少女球技大会（３７８人参加）、インリ 

 ーダー研修会（５４人参加）を開催し、児童たちに豊かな感受性、人間性、社会性を養 

 う機会を提供しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  事業の統廃合も含め、より効果的な事業のあり方を検討していきます。  

 

放課後子どもプラン事業【青少年課】 

≪実施内容≫ 

  放課後子ども教室推進事業（海老名あそびっ子クラブ事業）と放課後児童健全育成事 

 業（学童保育事業）、つくってあそぼう（巡回指導）を可能な範囲で連携し放課後児童対 

 策を充実させるため、コーディネーターを２人委嘱しました。また、運営委員会を設立 

 して事業計画を策定しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  さらに活動内容の充実・拡大と連携方法を検討し、児童の放課後の居場所確保を図り 

 ます。 

 

≪施策の概要≫ 

 青少年の健全育成に向けて、文化、スポーツ、学習や交流の場の提供を図り

ます。 

 また、地域と連携して、児童・青少年を取り巻く環境や社会の変化に対応し

た対策の充実を図ります。 
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海老名あそびっ子クラブ事業【青少年課】 

≪実施内容≫ 

  市内全小学校 13 校で開設しました。学年を超えた交流を通して児童の創造性、協調性 

 を育む事業展開ができました。開設日は前年度より４５４日多い１，５１３日になり、 

 参加者も１９，５６７人多い５６，４５１人になりました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  活動内容の拡大・充実と、保護者や地域との協力を図っていきます。 

 

青少年指導嘱託員活動充実事業【青少年課】 

≪実施内容≫ 

  おあしす運動の一環として広報紙を発行、相模凧たこあげ大会（２１１人参加）、親子 

 ナイトウォークラリー（２８７人参加）を開催し、親子がふれあう機会を提供しました。 

 ＊おあしす運動 ････ あいさつを通して明るい社会の実現を目指す運動。 

           お（おはよう）・あ（ありがとう）・し（しつれいします）・す（すみませ 

           ん） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  両事業とも 25 回目を迎えたため、随所に新しいアイディアを取り入れ、事業内容をよ 

 り充実させていきます。 

 

青少年相談体制の充実【学校支援課（青少年相談ｾﾝﾀｰ）】 

≪実施内容≫ 

  青少年相談センターにおいて、２，５６５件（３８３ケース）の相談を受理しました。 

内訳は、来所相談 2,319 件（212 ケース）、電話相談 178 件（161 ケース）、その他 68 件 

（10 ケース）でした。 

  相談内容は、不登校に関する相談が全体の 50％を超え、発達に関する相談と学校生活 

に関する相談、学習に関する相談は増加傾向にあり、この３つで全体の 30％を超えてい 

ます。最近の傾向として、特に家族関係についての相談が増加しています。 

  相談員は研修に努め、個々のケースの理解と対応に当たっています。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

青少年相談センターでの相談事業は、年々相談数が増加し、相談内容も複雑、多岐に

渡っています。市民（青少年、保護者）が安心してカウンセリングを受け、相談するこ

とができる、心理の専門機関としての役割はますます重要になると思われます。 

本事業の必要性はとても高いものであり、今後も、様々な相談に対応できるよう、相

談室の整備、不登校・発達・家族関係・非行など、各分野での専門性の高い相談員の配

置等、相談体制の充実を図っていきます。 
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８ ひびきあう教育の実践 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

ひびきあう教育推進事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  市内全校で、学校と地域･市民との関わり合いの中で地域の特性や校風に応じた校内行 

 事を実践研究し、成果の発表を行いました。（平成 20 年度発表校３校） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  子どもたちが生きる力を身につけ自立していくためには、知識・理解・技能はもとよ

り感動する心・思いやり・譲り合いの心・規範意識を身につけていかなければなりませ

ん。そのために、学校を開き、地域・家庭との連携が欠かせず、本事業は地域の理解・

協力により成果があげられております。今後も継続して実施していきます。 

 

外国語教育推進事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  学習指導要領改定に伴う小学校への英語活動導入の円滑化、中学校における教科指導 

 の充実や英語教員の資質向上を図るため、７名のＥＬＴを市内の全校に配置し、国際理 

 解教育や学習指導等を実施しました。 

 ＊ＥＬＴ ････ 英語を母国語とする外国人指導講師 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  今後予定されている小学校英語活動の導入に向け、平成 21 年度は２名増員して９名の 

 ＥＬＴを配置し、小学校教員とＥＬＴの連携手法を確立していきます。また、中学校で 

 はより効果的なティームティーチングの手法を検証していきます。 

 ＊ティームティーチング ････ 学級の指導に一人の教員が当たるのではなく、複数の教員が 

              チームをつくり、児童生徒の指導に当たる授業形態。 

 

≪施策の概要≫ 

 人と人・社会・自然との関わりを大切にし、学校・家庭・地域社会の協働に

より子どもたちの生きる力を育み、開かれた学校づくりを目指します。 
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９ 児童・生徒への支援 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

就学援助制度の充実事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  経済的理由により就学困難な児童・生徒の保護者に対し、学用品費・修学旅行費・給 

 食費等の経済的援助を行ないました。（就学援助費給付者数９１０人） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  経済情勢は好転を見せず保護者の負担は増加し、申請者及び認定者は増加傾向にある 

 ことから、本事業の必要性の高さがうかがわれます。今後も、継続して実施していきま 

 す。 

 

奨学金支給事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  学習成績が良好で、性行が善良でありながら、経済的な理由で就学が困難な青少年に 

 対し、就学を奨励するため奨学金を給付しました。（給付：年額 90,000 円 18 名） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  経済情勢・社会情勢の変化に対応し、平成 21 年度から給付額を年額１２万円に引き上 

 げ、申請者のうち奨学生に相応しい者に対して給付するよう事業を見直し拡大しました。 

 

教育支援教室の充実【学校支援課（青少年相談ｾﾝﾀｰ）】 

≪実施内容≫ 

  不登校児童生徒が増加する中で、２０名の中学生が通室しました。これは中学生の不

登校生徒（年間 30 日以上の欠席）数１０６名に対して１８．９％の支援率で、県の平均

より高い数値となっています。特に、年間 150 日以上欠席した生徒の半数以上は教育支

援教室に関わっています。また、小学生に関してはできるだけ在籍校での支援を中心に

相談対応を行っています。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  様々な活動により生徒は大きな自信を得て、高等専修学校・高校進学を図るなどの成 

果が得られています。 

  不登校の要因（背景）も多様化し、教育支援教室の果たす役割は学校復帰以外にも社 

会生活への適応や進学など、今後更に多様化すると考えられます。 

  発達面や精神面など様々な要因からの不適応に対応するため、指導員は特別支援教育 

に対する知識や指導法の研鑽に努め、個々の生徒の状況に合わせた指導、対応を図って

いきます。 

≪施策の概要≫ 

 就学への支援、健康管理の充実、いじめ・不登校などに対し、一人ひとりの

児童・生徒に対応した対策の展開を図ります。 
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海老名スクールサポートシステム事業【学校支援課】 

≪実施内容≫ 

  複数の学校に関係する問題行動や、学校外での非行など、学校や保護者だけでは指導 

 が困難な児童・生徒に対し、関係諸機関（警察・児童相談所・県警少年相談保護センタ 

 ー・反社会的問題行動相談員）と連携をとりながら、保護者と本人への指導、教育委員 

 会内での個別支援プログラム等を実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  児童・生徒が安心して通える学校づくりのためにも、必要性は非常に高い事業である 

 と判断しています。今後とも、より一層の関係諸機関との連携強化を図り、推進してい 

 きます。 

 

日本語指導学級充実事業【学校支援課】 

≪実施内容≫ 

  市内に在住する外国籍児童生徒で日本語指導学級入級者である４８名に対して、２名 

 の日本語指導講師が延べ８４３回各学校で日本語指導を行い、小中学校での学習への支 

 援や生活への適応支援を図りました。 

  また、学校と保護者との連絡を容易にするための通訳者として、非常勤講師による通 

 訳を１１回、学校だより・学年だより・通知票の翻訳を１３回行いました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  日本語指導学級入級者は、平成 15 年度の２３名から平成 20 年度は４８名と２倍以上 

 に増加しており、２名の日本語指導講師では日本語の指導、学習への支援、生活への適 

 応などの支援が十分とは言えず、平成 21 年度からは日本語指導講師を１名増員し、３名 

 体制で指導にあたります。今後も日本語指導が必要な外国籍児童生徒の増加に合わせて、 

 計画的に講師の増員を図るなど、指導体制の充実を図っていきます。 
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１０ 教育環境の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

学校安全の確保【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  通学路危険箇所等について改善を行なうとともに、平成 19 年度まで南部・北部を隔日 

 で行なっていた通学路巡回パトロールを２組により毎日行うよう拡充しました。 

  小学校新 1 年生全員に防犯ブザーを配布しました。（１，３１９人） 

  安全安心メールによる不審者情報等の配信をしました。（配信件数３３件） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  不審者が根絶されない状況において、内容の充実及び各学校での安全安心メールの運 

 用等現在の実施事項について、運営方法を検討しながら進めていきます。 

  安全安心メールについては、年度当初の広報を工夫し、登録率を上げていきます。 

  （平成 20 年度末の登録率 35％） 

 

学校安全管理対策事業【教育総務課】 

≪実施内容≫ 

  小学校全校（１３校）へ安全監視員を配置（各校３名体制）しました。 

  中学校１校（大谷中）に防犯カメラ５台を設置しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  小学校については、人的な監視体制による児童の安全管理が図られました。 

  中学校については、防犯カメラによる２４時間監視体制の整備により、不審者等に対 

 する抑止効果が高まりました。 

  小学校の安全監視員については、人的な対応による児童の安心感も高いことから、引 

 き続き配置していきます。 

  中学校の防犯カメラについては、平成 21 年度中に他の５校にも整備していきます。 

 

≪施策の概要≫ 

 事故や不審者などに対する、学校における安全性の確保に向けた、体制・設

備の整備を図ります。 

 教職員の効果的な配置を進め、少人数指導や部活動等の充実を図ります。 

 また、個々の児童・生徒の教育支援ニーズにこたえるために、教育の総合的

な支援体制の整備を推進します。 
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効果的な教職員配置の推進（少人数指導）【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  市費非常勤講師を１１名配置し、小学校１２クラス、中学校３クラスの 35 人学級を実

施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  小学校第1・2学年及び中学校第1学年が原則でありますが、学校運営の現状を配慮し、

協議の上、配置の効果を考慮し、他学年での実施等も含め、指導体制の確保充実を図り

ます。中学校においては、「中１ギャップ」への対策としても有効であり、不登校の減少

にもつながりました。 

 

効果的な教職員配置の推進（指導体制）【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  中学校における指導充実に市費非常勤講師を１校 1 名配置しました。 

  また、県費では任用されない短期療養休暇者の代替等、学校・学級運営上必要となる

代替職員等を市費により配置しました。（３４人） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  引き続き学校・学級運営に必要な代替職員等を配置するとともに、中学校において問

題行動を起こす生徒への対応・学校生活の保障を図るため、非常勤職員を配置する事に

より、教育環境の充実を図ります。 

 

部活動充実事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  専門的な知識・技能を持った指導者５３名をのべ３，０５６回中学校へ派遣し、生徒

の活動意欲・技術の向上を図るとともに、顧問教諭の専門的知識を深める等の支援をし

ました。 

有馬中学校吹奏楽部３年連続、大谷中学校合唱部２年連続での関東大会出場のほか、 

 新体操部・卓球部県大会出場などの成果も上がっています。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  今後も事業を継続し、必要数の確保に努め、生徒の健全育成、技術向上等を図ります。 

 

学区の弾力的な運用【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  区域外就学・指定学校の変更相談を随時受け付け、保護者等の理由をもとに、児童・

生徒の環境等に配慮した選択を可能にし、充実した学校生活を送れるよう対応しました。 

 （相談１７０人、区域外就学許可４８人、指定校変更１１０人） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  相談は年々増加し、必要性は高まっており、継続して実施します。 

  一部中学校区域で実施している選択学区の拡充を検討していきます。 
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学校教育相談体制の充実【学校支援課（青少年相談ｾﾝﾀｰ）】 

≪実施内容≫ 

  市内全小学校（13 校）に臨床心理士の資格を持つ「学校訪問相談員」を派遣（各校週 

１日６時間、１１名体制で３２週派遣）し、教職員への支援、保護者の相談等に応じま

した。小学校での教育相談体制の充実に大きく寄与する事業であり、平成 19 年度の 

 １回（日）３時間から平成 20 年度は１回（日）６時間に拡充しました。 

  市内全中学校（6 校）には「心の教室相談員」を派遣（各校毎日４時間、５名体制で

３３週派遣）し、生徒の話し相手になり学校生活を支援しました。また、「スクールカウ

ンセラー」を県費派遣（各校週１日８時間、６名体制で３５週派遣）に加え、市費で１

日８時間、８週の派遣を行い、教職員への支援、保護者・生徒の相談等に応じました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  児童・生徒の不適応や問題行動に対して、学校に派遣している心理職が行っているア 

セスメント（行動観察や聴き取り、作品等の分析などによる子どもの状況把握）は、個

別支援に関して有効に機能しており、教職員や保護者に対する相談支援の充実にも寄与

しています。子どもの状況に合わせた適切な支援を行うことが不登校や問題行動の未然

防止に不可欠であり、このことから、本事業の必要性は非常に高いと判断しています。

学校の相談支援体制の整備と合わせて、今後も継続して推進していきます。 
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１１ 教職員研修・教育研修の充実 

 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

教職員資質充実事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  延べ７４０名の教員に対し、校務の担当としての目的に応じて２２回の担当者会議・

協議会を開催しました。 

  担当者会議については、重要な課題を認識する場、問題の共有化を図る場であると同

時に担当者としての資質の向上を図るため、研修内容を充実させました。 

  協議会については、社会的な状況に対応できる柔軟な内容・構成としました。 

  また、教師用教科書、指導書を購入し、教員の指導力を高めました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  担当者会議については、担当者としての意識づけを最大の目的としています。教師が

伸び伸びとその力量を発揮し、教育活動を推進していくためには、自身の意識改革が必

要です。諸課題について情報を交換し協議を行い、担当者としての資質の向上を図りま

す。今後も、課題への対応力や担当者としての指導力の向上を視野に入れた企画を継続

して実施していきます。 

  指導書は、教員が分かる授業・楽しい授業を実践し、子どもたちの基礎基本を定着さ

せるための重要な役割を持っています。今後も継続した供給をしていきます。 

 

≪施策の概要≫ 

 教育の今日的な課題に対応し、教育内容の充実と教職員の資質の向上を図る

ための研修を充実させるとともに、教職員の主体的な研修活動を支援する学び

の場を提供します。 
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教職員研修事業【教育センター】 

≪実施内容≫ 

  教職員の主体的な研修活動を支援する学びの場を提供するとともに、教育の今日的な

課題に対応し、教育内容の充実と教職員の資質の向上を図るため研修会を開催しました。 

  校長・教頭等職責に応じた研修や教職の年次数に応じた研修を指定研修として位置付

け、７つの指定研修会を１５回開催し、延べ２１７名が参加しました。 

また、教職員が自主的に参加する希望研修として、授業づくりと指導法に関する講座・

児童生徒理解を深めその指導や支援方法と学級経営に関する講座・教職員のニーズや指

導技術力向上のための講座等、１９講座２４回開催し、７２１名が参加しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  指定研修については、それぞれの職責や経験年数に応じた教職員の資質や指導力を向

上させるために効果がありました。希望研修については、それぞれの講座に応じて現代

の教育課題に対する動向と推進について理解を深めた、具体的な指導法の研修により授

業改善のきっかけとした、教職員としての教養を高めた、実技を通して教職員の資質の

向上を図った、等の成果がありました。 

今後も教育の今日的な課題に対応した研修内容を工夫し、様々な視点で、時代のニー

ズに即した指定研修・希望研修講座を企画し、実施していきます。 

また、非常勤教諭に対する研修の機会が少ない現状から、その計画的な実施が課題と

なっています。 
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教育調査研究事業【教育センター】 

≪実施内容≫ 

教育課題、教育実践上の諸問題について調査研究をし、その成果を教育活動に活かす

もので、以下の委員会等の研究を行いました。 

（調査研究委員会） 

・教育調査研究委員会～児童・生徒が学校生活の中で自分、友だち、教師、地域に対し

てどんなことを考え、どのようにかかわっているのかその意識

と行動についてアンケート調査を通して実態を明らかにし、「ひ

びきあう教育」を推進していくうえでの手がかりを得ることが

できました。（６名） 

・教育課程調査研究委員会～理科資料集「海老名の昆虫」と「海老名の大地」を授業に

どのように活用していくのか研究し、授業で活用するため

の資料作りを行いました。（６名） 

・英語活動･英語教育調査研究委員会～平成２１年度に小学校英語活動の指導資料集を

作成するために、小学校外国語活動のねらいの

理解、様々な活動、指導法について調査・研究

を行いました。（７名） 

・社会科資料作成委員会～新しい学習指導要領を踏まえ、小学校版・中学校版社会科資

料集「わたしたちの海老名」の全面改訂に向けて作業を進め

ていく中で、古い資料を差し替えるなど、平成２１年度版の

部分改訂の作業を併せて行いました。（６名） 

（教育実践研究） 

  教育実践研究の充実と教員としての専門的資質の向上を図ることを目的として、７

名の教員が自ら設定したテーマに沿って主体的に研究を行いました。 

  ＜研究テーマ＞ 

  ・食に関する指導「食に関する指導の研究～小学校１年生における給食指導のあり

方～」 

  ・算数科「自ら考えて解決していく力を育てる算数科指導～ノート指導を通して～」 

・社会科「資料活用能力を育む社会科の授業～学び合いを生かした学習について～」 

・音楽科「“いいおと”を感じ取り、歌唱や楽器によって表現する力を育てる指導」 

  ・国語科「豊かな表現力を培う作文指導」 

  ・道徳「自分自身を振り返る道徳授業のあり方～子どもを引き込む資料の提示と発

問の工夫～」 

  ・体育科「コーディネーション運動を取り入れた体育学習」 

（教育資料の収集及び整備） 

  各学校の校内研究の紀要、最新の教育情報、教育専門図書や雑誌の収集とその整備

保管を行いました。 
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（研究集録の発行） ２冊 

 ・「海老名の教育～３２号～」市内小中学校の研究と教育センターの調査研究委員会の

研究の概要をまとめたもの 

 ・「研究集録～１８集～」教育実践研究員の研究内容をまとめたもの 

（資料集の発行） ５冊 

 ・社会科資料集「わたしたちの海老名～小学校版～」小学校３年生児童に配付 

 ・社会科資料集「わたしたちの海老名～中学校版～」中学校１年生生徒に配付 

 ・理科資料集「海老名の大地」中学校１年生生徒に配付 

 ・理科資料集「海老名の植物」小学校３年生児童に配付 

 ・理科資料集「海老名の昆虫」小学校３年生児童に配付 

（ひびきあう教育研究発表大会の開催） １回  

  ・小中学校の研究指定校の取り組みや教育センター調査研究委員会等の取り組みの一

端を、市民、保護者、小中学校教職員に公開する場として開催しました。 

   （参加者３８７名） 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  ひびきあう教育の推進のために、教育調査･研究を充実し、研究成果を周知し活用する

ことができるよう、事業を継続して推進していきます。 

また、教育実践研究の研究内容をまとめた「研究集録」の研究成果（作文指導等）を

各教員に広めていきます。 
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１２ 多様な教育の展開 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

外国語教育推進事業【学校教育課】※再掲 

≪実施内容≫ 

  学習指導要領改定に伴う小学校への英語活動導入の円滑化、中学校における教科指導 

 の充実や英語教員の資質向上を図るため、７名のＥＬＴを市内の全校に配置し、国際理 

 解教育や学習指導等を実施しました。 

 ＊ＥＬＴ ････ 英語を母国語とする外国人指導講師 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  今後予定されている小学校英語活動の導入に向け、平成 21 年度は２名増員して９名の 

 ＥＬＴを配置し、小学校教員とＥＬＴの連携手法を確立していきます。また、中学校で 

 はより効果的なティームティーチングの手法を検証していきます。 

 ＊ティームティーチング ････ 学級の指導に一人の教員が当たるのではなく、複数の教員が 

              チームをつくり、児童生徒の指導に当たる授業形態。 

 

コンピュータ利用教育【教育センター】 

≪実施内容≫ 

  小・中学校全校全児童・生徒がコンピュータを学べる環境を整備するとともに、情報

教育のあり方を研究し、高度情報化社会の中で生きる子どもたちにコンピュータを活用

した教育を行うことができるよう、小学校４校（有馬・中新田・社家・杉本）の校内Ｌ

ＡＮ整備と小学校６校（有鹿・有馬・中新田・社家・今泉・杉本）での教職員一人一台

パソコンの導入を実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  今後も、教職員の一人一台パソコンを順次実施していきます。（平成 21 年度中に全小・

中学校 19 校の校内ＬＡＮ整備を完了し、全教職員一人一台ＰＣを実施する予定です。） 

 また、情報教育推進のためには、こうしたＰＣ環境の整備とともに教職員のＩＣＴ活

用スキルの向上が重要であるため、今後とも両者をバランスよく推進していきます。 

 情報モラル教育については、各学校で児童・生徒に対して指導を行っていますが、今

後、家庭へも情報モラルについて啓発を図っていきます。 

 ＊ＬＡＮ ････ L(ﾛｰｶﾙ)A(ｴﾘｱ)N(ﾈｯﾄﾜｰｸ)の略。学校内に同軸ケーブルによりデータ通信網を整備 

       し、パソコン、プリンターなどを接続し、データをやり取りします。 

 ＊ＩＣＴ ････ I(ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ)(and)C(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)T(ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ)の略。情報通信技術。 

        従来よく用いられた｢IT｣に替わる表現。 

≪施策の概要≫ 

 児童・生徒の教育活動の充実、学校生活において健全な生活を営むことので

きるよう多様な教育の展開を図ります。 
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科学教室事業【教育センター】 

≪実施内容≫ 

  理科教育の充実を図るとともに科学に対する興味・関心を高めるため、 

・プラネタリウム教室を市内小・中学校１９校、市内幼稚園・保育園１６園で実施し、 

 ３，７７８人が参加しました。 

・おもしろ実験教室を市内小学校１３校で実施し、１，２３９人が参加しました。 

・科学（実験・観察）教室を開催し、２１８人が参加しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  新学習指導要領でも理科については、小・中・高等学校を通じ、発達の段階に応じて

子どもたちが知的好奇心や探究心を持って自然に親しみ目的意識を持った観察・実験を

行うことにより、科学的に調べる能力や態度を育てるとともに科学的な認識の定着を図

り科学的な見方や考え方を養うことができるようにすること、理科の学習において基礎

的・基本的な知識・技能は、実生活における活用や論理的な思考力の基盤として重要な

意味を持っていることが指摘されています。プラネタリウム教室において幼児期から中

学生まで連続した取り組みを行うことで、知的好奇心や探究心を育み、科学的に調べる

能力や態度を育てるうえから成果をあげています。特におもしろ実験教室や科学教室に

おいて、小学生は意欲的に実験や観察に取り組む子どもが多く、理科学習への興味・関

心を高めることができています。 

 

特別支援教育充実事業【学校支援課】 

≪実施内容≫ 

  特別支援教育の一層の充実を図るとともに学校における教育活動を支援しました。直 

 接的な支援としては、補助指導員１４名が支援の必要な児童・生徒２５６名に学習支援 

 を行い、介助員２３名が障がいのある児童・生徒２８名に介助を行い、看護介助員３名 

 が医療行為の必要な児童２名に支援を行いました。 

  また、特別支援教育充実のための研修会等を７回開催し、延べ３２１名の教職員に研 

 修を行いました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  通常学級における支援の必要な児童・生徒は、平成 15 年度の７３名に対して平成 20 

 年度は２５６名と５年間で３．５倍に増えています。介助の必要な児童・生徒も、平成 

 15 年度の８名に対して平成 20 年度は２８名と、同じく３．５倍となっています。その 

 ため、今後も補助指導員・介助員等の充実を図っていきます。 

  また、特別支援教育の推進を図るため教職員への研修も必要であり、継続して実施し 

 ていきます。 

 



  25

１３ 学校施設の整備・充実 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

校舎のエアコン設置【教育総務課】 

≪実施内容≫ 

  中学校４校（海老名・海西・大谷・今泉）の普通教室にエアコンを設置しました。 

  機器の選定にあたっては、環境に配慮した省エネタイプのものを採用しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  夏場の学習環境の充実、及び災害時には地域住民の避難場所としての利用が想定され 

 ることから、優先的に取り組んでいる事業であり、事業の必要性、緊急性は高いと判断 

 します。 

  平成 20 年度で中学校は全て完了しましたので、今後は未設置の小学校１１校に対して 

 平成 21、22 年度の２年間で実施していきます。 

  また、整備したエアコンを有効活用していくため、夏休み中の児童・生徒の居場所づ 

 くりの一環として「えびなっ子サマースクール」を開校し、夏場の学校施設の利用を図 

 ります。 

 

校舎のトイレ改修【教育総務課】 

≪実施内容≫ 

  老朽化の著しい校舎のトイレ改修を、実施設計(1 年目）・工事(2 年目）の２箇年継続 

 の事業として行いました。 

  平成 20 年度は、工事を小学校５校（大谷・上星・中新田・門沢橋・社家）、実施設計 

 を小学校３校（有鹿・有馬・杉久保）と中学校３校（有馬・柏ヶ谷・今泉）で実施しま 

 した。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  臭い、汚い、暗いなどの状況を改善し衛生環境に配慮するとともに、児童・生徒の使 

 いやすい形式に改修し、併せて段差解消などバリアフリー化や節水・節電型の機器の採 

 用によるエコ化の対応も行っており、児童・生徒の教育環境充実の効果は非常に高いと 

 判断します。エアコン設置事業と並んで優先的に取り組んでいる事業であり、平成 22 

 年度までに全ての学校のトイレ改修を目指します。 

 

≪施策の概要≫ 

 安全性の確保、快適な学校環境の整備に向け、校舎などの大規模改修やバリ

アフリー化などを順次推進します。 
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校舎外装の改修【教育総務課】 

≪実施内容≫ 

  建設後または塗装後 15 年程度を経過している校舎外装の改修を、実施設計(1 年目）・ 

 工事(2 年目）の２箇年継続の事業として行いました。 

  平成 20 年度は、工事を小学校２校（有鹿・杉久保）、実施設計を小学校１校（杉本） 

 で実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  校舎外壁の塗装と併せて、剥離、クラックの補修、雨漏り対策、並びに建具の改修な 

 どの対応も行っており、学校施設の整備・改善、延命化が図られました。今後も計画的 

 に改修を実施していきますが、昨今の経済状況等も踏まえ、より緊急性の高い部分から 

 実施していきます。 

 

体育館の改修【教育総務課】 

≪実施内容≫ 

  建設後 30 年を経過し、機能的に支障がある雨漏り、内・外装などの改修を、実施設計 

 (1 年目）・工事(2 年目）の２箇年継続の事業として行いました。 

  平成 20 年度は、工事を小学校１校（柏ヶ谷）、実施設計を小学校４校（上星・中新田・ 

 東柏ヶ谷・杉久保）で実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  災害時には市民の避難場所にもなる学校体育館の、緊急整備・改善、延命化が図られ 

 ました。今後も計画的に改修を実施し、建物の耐用年数である 40 年（鉄骨造）を目処に 

 大規模な改修の必要があります。しかしながら、経済状況等も踏まえた中で改修内容の 

 見直し、精査の必要性もあります。 

 

特別支援学級等の改修【教育総務課】 

≪実施内容≫ 

  今泉中学校肢体不自由級開設に伴う改修工事を実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  新設と違い部分的な改修であり、対象となる生徒の動線面では多少の不具合は生じて 

 いますが、対象者の意見も踏まえて実施しており、誰もが等しく教育を受ける環境整備 

 に努めていきます。 
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１４ 学校給食の充実 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

給食センター建設【学校教育課（学校給食ｾﾝﾀｰ）】 

≪実施内容≫ 

  老朽化が進む学校給食センターの建て替えについて、学校給食の実施内容、方法等に 

 ついての検討を行いました。 

  併せて、建設候補地の検討も行いました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  より効果的・効率的な学校給食センターの建設について、早期に建設構想を策定して 

 いきます。 

 

学校給食における食育の推進【学校教育課（学校給食ｾﾝﾀｰ）】 

≪実施内容≫ 

  食の重要性を説き、食に対する意識を高めるために、市内小学校に栄養士が直接出向 

 き、栄養指導・給食指導を実施しました。 

  また、「献立表」や年２回発行する「給食だより」には食に関する情報も掲載し、家庭 

 に対する啓発も実施しました。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  栄養指導・給食指導は学校からのニーズも高く、今後も継続して実施していきます。 

  また、食育は家庭での対応も重要であることから、継続して家庭への啓発活動も推進 

 していきます。 

 

地場産物品の学校給食への活用【学校教育課（学校給食ｾﾝﾀｰ）】 

≪実施内容≫ 

  食の安全性確保、地産地消を図るため、地元海老名産や県内で生産・加工されたもの 

 を極力取り入れるよう努めました。 

  児童と生産者である農家とのふれあいにもつながるよう、地場産食材の使用に関して 

 は、提供農家の写真を取り入れたポスターを作成し学校へ配布しました。 

  また、給食に地場産食材を使用した日には、提供農家の紹介や食材の持つ栄養につい 

 て、学校放送を行っています。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

  地場産食材を使用するためには、必要数量の確保、価格等の課題がありますが、学校 

 給食協力会等との協力や連携を図り、推進していきます。 

≪施策の概要≫ 

 食品衛生及び労務改善の上で、小学生の子どもたちのために安全で安心して

食べられる、美味しい給食が提供できるよう設備の改善に努め、衛生的で安定

的な運営を図ります。 
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１５ 環境問題意識の高揚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 主な事業 

学校版環境ＩＳＯ事業【学校教育課】 

≪実施内容≫ 

  市内全小･中学校において、プルタブやペットボトルキャップ等の回収、教室のゴミを

分別してのリサイクル活動、花いっぱい運動、学区・地域の清掃活動等の環境保全活動

のほか、節電・節水等の省エネ、省資源活動など、各学校独自の環境活動が実践されて

います。また環境学習としては、総合・各教科・学級活動・学年集会・全校集会等の中

で、環境問題への意識を高め、子どもたちが環境を守りより良くする方策、環境問題を

考えることの大切さを学んでいます。 

≪評価（課題、今後の対応方向等）≫ 

 えびなっ子環境ＩＳＯは、学校の独自性を尊重した取り組みとして、市内小・中学校

が海老名市教育委員会に計画書を提出し、内容を確認後、教育長が認定証を交付してい

ます。えびなっ子環境ＩＳＯに取り組むことで、故郷海老名とひびきあい、住みよい海

老名、住み続けたい海老名、さらに地球的規模での自然保護の心を育成していきます。 

 今後も地域性や実情に応じた事業の展開を図り、更なる成果向上を目指していきます。 

 

≪施策の概要≫ 

 地球環境保全に向けて、１２５，０００本の植樹による「えびなの森」の創

造や「海老名環境基金」の設立などにより、市民とともに環境への取り組みを

進めていきます。 

 市民・事業者・行政が良好な環境を確保するため、環境保全意識の啓発や環

境保全活動への参加を推進します。 



 

 

 

 

 

 

 

資 料 等 
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１ 教育委員の活動状況 

 

【平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日】 

 ※ 教育委員会議（定例会・臨時会）及びその他の活動 

月 日 種 別  内 容 

 ４  １（火） その他の活動 教職員辞令交付式 

  ７（月） その他の活動 小・中学校入学式 

 １０（木） その他の活動 県市町村教育委員会連合会総会 

 ２４（木） 定例会 審議事項３件 

 海老名市教育委員会教育長職務代理者の指定について 

 平成 21 年度海老名市教科用図書採択基本方針について 

 海老名市指定重要文化財の指定解除について 

報告事項１４件 

 海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

 海老名市奨学生選考委員会委員の辞職及び委嘱について 

 海老名市青少年相談センター補導員の辞職及び委嘱につい

て 

 海老名市青少年指導嘱託員の委嘱について 

 海老名市教育センター教職員研修指導員の委嘱について 

 海老名市教育センター教育史編集員の委嘱について 

 海老名市業務嘱託員（学校安全監視員）の委嘱について 

 海老名市事務嘱託員（学校支援指導員）の委嘱について 

 海老名市事務嘱託員（司書等）の委嘱について 

 国指定史跡相模国分寺跡用地取得について 

 海老名市文化財保護委員の委嘱について 

 海老名市文化財保存整備委員会委員の委嘱について 

 海老名市市史編集委員の委嘱について 

 海老名市立学校等に勤務する県費負担教職員の諸手当に係

る事務処理に関する規程の一部改正について 

 ２９（火） その他の活動 相模凧親子たこあげ大会 
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月 日 種 別  内 容 

 ５ １０（土） その他の活動 市ＰＴＡ連絡協議会定期総会 

 ２２（木） その他の活動 学校訪問（中新田小・門沢橋小） 

  定例会 審議事項３件 

 平成21年度海老名市教科用図書採択基本方針の一部変更

について 

 海老名市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の

一部改正について 

 平成 20 年度海老名市奨学生選考の諮問について 

報告事項１件 

 海老名市青少年相談センター運営協議会委員の辞職及び委

嘱について 

 ６ １４（土） その他の活動 市ＰＴＡ指導者研修会 

  その他の活動 教育委員と語り合う夕べ（小・中学校ＰＴＡ会長） 

 １７（火） その他の活動 学校訪問（大谷中・杉久保小） 

 ２６（木） その他の活動 学校訪問（上星小・柏ヶ谷小） 

  定例会 審議事項４件 

 海老名市スポーツ振興審議会委員の委嘱に関する意見の申

し出について 

 平成 21 年度使用小学校及び中学校教科用図書の採択につい

て 

 平成 20 年度海老名市奨学生及び奨学金給付の決定について

                     （非公開事件）

 海老名市図書館協議会委員の委嘱について 

報告事項２件 

 海老名市社会教育委員の委嘱について 

 海老名市青少年指導嘱託員の委嘱について 

 ７  ４（金） その他の活動 学校訪問（海老名中・有馬小） 

 １５（火） その他の活動 学校訪問（有馬中・海老名小） 

 １９（土） その他の活動 親子ナイトウォークラリー 

 ３０（水） 定例会 審議事項３件 

 国指定史跡相模国分寺跡用地取得の申し出について 

 国指定史跡相模国分尼寺跡用地取得の申し出について 

 海老名市立児童館条例を廃止する条例（案）に対する「意見

の申し出」について 
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月 日 種 別  内 容 

 ８  ４（月） その他の活動 県市町村教育委員会連合会役員会 

 ２１（木） 定例会 審議事項２件 

 海老名市教育委員会事務の点検・評価の概要について 

 海老名市教育委員会委員の辞職について（非公開事件） 

報告事項１件 

 海老名市教育委員会事務局職員の処分について 

                （非公開事件） 

 ２４（日） その他の活動 海老名科学フェスティバル 

 ３１（日） その他の活動 少年少女スポーツ大会 

 ９ ２１（日） その他の活動 中学校体育祭 

 ２５（木） 定例会 審議事項２件 

 海老名市教育委員会事務の点検・評価に伴う知見の活用につ

いて 

 平成 21 年度海老名市立小中学校における少人数学級につい

て 

 ２７（土） その他の活動 小学校運動会 

 ３０（火） その他の活動 市長辞令交付式（教育委員辞職承認） 

  臨時会 審議事項２件 

 県費負担教職員の人事異動について（非公開事件） 

 海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

                 （非公開事件） 

  その他の活動 教職員辞令交付式 

  その他の活動 教育長退任式 

１０  １（水） その他の活動 市長辞令交付式（教育委員任命） 

  臨時会 審議事項５件 

 海老名市教育委員会委員長の選任について 

 海老名市教育委員会委員長職務代理者の指定について 

 海老名市教育委員会教育長の任命について 

 県費負担教職員の人事異動について（非公開事件） 

 海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

                 （非公開事件） 

  その他の活動 教育長辞令交付式 

  その他の活動 教育長就任式 

  その他の活動 教職員辞令交付式 

  ３（金） その他の活動 市青少年問題協議会 

 １７（金） その他の活動 学校訪問（大谷小・社家小） 
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月 日 種 別  内 容 

１０ ２３（木） 定例会 審議事項６件 

 平成 20 年度末教職員人事異動方針について 

 海老名市立児童館条例を廃止する条例の施行期日を定める

規則の制定について 

 海老名市立児童館条例施行規則の廃止について 

 海老名市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する

規則ほか１件の一部改正について 

 海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

                 （非公開事件） 

 海老名市奨学金の見直しについて 

 ２５（土） その他の活動 家庭と地域の教育を考えるつどい 

１１  ５（水） その他の活動 学校訪問（今泉中・今泉小） 

  臨時会 審議事項４件 

 海老名市立の学校の設置に関する条例の一部改正（案）に関

する「意見の申し出」について 

 海老名市奨学金条例の一部を改正する条例（案）に関する「意

見の申し出」について 

 （仮称）海老名市立歴史資料収蔵館の設置について 

 海老名市教育委員会事務の点検・評価に伴う「点検・評価結

果（案）」について 

報告事項１件 

 「海老名市立児童館条例を廃止する条例の施行期日を定める

規則の制定についてほか２議案」の議決の取り消しについて 

 ２０（木） その他の活動 学校訪問（柏ヶ谷中・杉本小） 

  定例会 審議事項３件 

 海老名市ひびきあう教育懇話会の方向性について 

 海老名市教育委員会事務の点検・評価（案）について 

 旧村役場の在り方について【継続審議】 

報告事項１件 

 （仮称）海老名市立歴史資料収蔵館条例（案）の制定に関す

る「意見の申し出」について 

 ２２（土） その他の活動 杉久保小開校３０周年記念式典 

 ２６（水） その他の活動 「教育委員会の点検・評価報告書」市長、議長へ提出
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月 日 種 別  内 容 

１２  ４（木） 臨時会 審議事項１件 

 旧村役場の在り方について 

 １８（木） 定例会 審議事項６件 

 海老名市立児童館条例を廃止する条例の施行期日を定める

規則の制定について 

 海老名市立児童館条例施行規則の廃止について 

 海老名市立歴史資料収蔵館設置条例の施行期日を定める規

則の制定について 

 海老名市立歴史資料収蔵館設置条例施行規則の制定につい

て 

 海老名市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する

規則ほか１件の一部改正について 

 海老名市教育委員会表彰規程の一部改正について 

報告事項１件 

 平成 21 年度教育費予算の編成方針について 

 ２１（日） その他の活動 県高等学校郷土芸能祭 

 ２２（月） その他の活動 市長辞令交付式（教育委員任命） 

  臨時会 審議事項４件 

 海老名市教育委員会委員長の選任について 

 海老名市教育委員会委員長職務代理者の指定について 

 海老名市教育委員会関係職員の人事異動について（非公開事

件） 

 県費負担教職員の人事異動について（非公開事件） 

 １  ５（月） その他の活動 教職員辞令交付式 

 １２（月） その他の活動 成人式 

 １７（土） その他の活動 新春ジャンボかるた大会 

 ２２（木） 定例会 審議事項１件 

 海老名市教育委員会教育長職務代理者の指定について 

報告事項３件 

 海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

 第２回「えびな・いちご文学賞」受賞作品の決定について 

                     （非公開事件）

 給食費の改定について 

   ２４（土） その他の活動 市ＰＴＡ活動研究集会 

   ２５（日） その他の活動 新春はやし叩き初め大会 
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月 日 種 別  内 容 

 ２  １（日） その他の活動 海老名子ども将棋トーナメント 

  ９（月） その他の活動 えびないちご文学賞授賞式 

 １９（木） その他の活動 学校訪問（東柏ヶ谷小） 

  定例会 審議事項５件 

 海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則の

一部改正について 

 海老名市青少年相談センター主任相談員等の辞職及び委嘱

について 

 国指定史跡相模国分寺跡用地取得の申し出について 

 平成 20 年度海老名市教育委員会表彰受賞者の決定について

                     （非公開事件）

 教育委員会の事務事業の見直しについて 

報告事項１件 

 学校給食の基本構想について 

 ２１（土） 

２２（日） 

その他の活動 はつはるまつり 
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月 日 種 別  内 容 

 ３ １０（火） その他の活動 中学校卒業式 

 １９（木） その他の活動 小学校卒業式 

  定例会 審議事項１１件 

 海老名市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に関する

規則の一部改正について 

 海老名市学校給食センター管理運営に関する規則等の一部

改正について 

 海老名市立小学校及び中学校用務員等の勤務に関する規程

の一部改正について 

 海老名市公立学校職員の勤務時間の割振りに関する規程の

一部改正について 

 海老名市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の一

部改正について 

 海老名市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則施行

規程の一部改正について 

 海老名市立学校学校医及び学校薬剤師の辞職及び委嘱につ

いて 

 海老名市青少年相談センター専門補導員等の委嘱について 

 海老名市青少年相談センター相談員等の委嘱について 

 海老名市社会教育指導員の委嘱について 

 県費負担教職員の人事異動について（非公開事件） 

報告事項２件 

 平成 21 年度教育費予算について 

 平成 20 年度海老名市教育委員会表彰受賞者（追加）の決定

について 

 ２７（金） その他の活動 教育委員会表彰式 

 ３１（火） その他の活動 教職員辞令交付式 

 



２　点検・評価の対象施策・事業一覧表

施策 　事業 　担当課

人権教育推進事業 学校教育課

生涯学習講座等の開催 生涯学習文化財課

生涯学習成果の展示・発表 生涯学習文化財課

市民自主講座開催事業 生涯学習文化財課

家庭教育学級の開催 生涯学習文化財課

家庭と地域の教育を考えるつどいの開催 生涯学習文化財課

図書館運営事業 中央図書館

図書等の情報資料の収集・提供 中央図書館

相模国分寺跡歴史公園の整備活用 生涯学習文化財課

相模国分尼寺跡歴史公園の整備活用 生涯学習文化財課

秋葉山古墳群の保存・整備 生涯学習文化財課

郷土資料館（温故館）設置事業 生涯学習文化財課

文化財の保護 生涯学習文化財課

文化財の活用 生涯学習文化財課

市史編さん事業の充実 生涯学習文化財課

野外教育施設充実事業 青少年課

青少年芸術・文化・スポーツ事業 青少年課

放課後子どもプラン事業 青少年課

海老名あそびっ子クラブ事業 青少年課

青少年指導嘱託員活動充実事業 青少年課

青少年相談体制の充実 学校支援課（青少年相談ｾﾝﾀｰ）

ひびきあう教育推進事業 学校教育課

外国語教育推進事業 学校教育課

１　差別や偏見のない明るい社会の推進

７　青少年の育成

８　ひびきあう教育の実践

６　市史の調査研究

２　生涯学習活動の推進

３　図書館事業の充実

４　歴史的空間の確保

５　文化財の保護と活用
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就学援助制度の充実事業 学校教育課

奨学金支給事業 学校教育課

教育支援教室の充実 学校支援課（青少年相談ｾﾝﾀｰ）

海老名スクールサポートシステム事業 学校支援課

日本語指導学級充実事業 学校支援課（青少年相談ｾﾝﾀｰ）

学校安全の確保 学校教育課

学校安全管理対策事業 教育総務課

効果的な教職員配置の推進（少人数指導） 学校教育課

効果的な教職員配置の推進（指導体制） 学校教育課

部活動充実事業 学校教育課

学区の弾力的な運用 学校教育課

学校教育相談体制の充実 学校支援課（青少年相談ｾﾝﾀｰ）

教職員資質充実事業 学校教育課

教職員研修事業 教育センター

教育調査研究事業 教育センター

外国語教育推進事業 学校教育課

コンピュータ利用教育 教育センター

科学教室事業 教育センター

特別支援教育充実事業 学校支援課

校舎のエアコン設置 教育総務課

校舎のトイレ改修 教育総務課

校舎外装の改修 教育総務課

体育館の改修 教育総務課

特別支援学級等の改修 教育総務課

給食センター建設 学校教育課（学校給食ｾﾝﾀｰ）

学校給食における食育の推進 学校教育課（学校給食ｾﾝﾀｰ）

地場産物品の学校給食への活用 学校教育課（学校給食ｾﾝﾀｰ）

学校版環境ＩＳＯ事業 学校教育課

１３　学校施設の整備・充実

１４　学校給食の充実

１５　環境問題意識の高揚

９　児童・生徒への支援

１０　教育環境の充実

１１　教職員研修・教育研修の充実

１２　多様な教育の展開
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３ 関係法令等 

 

★ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（事務の委任等） 

第２６条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属する事務

の一部を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができない。 

(１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

(２) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

(３) 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること。 

(４) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。 

(５) 次条の規定による点検及び評価に関すること。 

(６) 第２９条に規定する意見の申出に関すること。 

３ 教育長は、第１項の規定により委任された事務その他その権限に属する事務の一部を

事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員（以下こ

の項及び次条第１項において「事務局職員等」という。）に委任し、又は事務局職員等

をして臨時に代理させることができる。 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職

員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 

 

（教育委員会の意見聴取） 

第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他

特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合

においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 
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★ 海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（抜粋） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、海老名市教育委員会（以下「委員会」という。）の権限に属する事

務について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第

26 条第１項の規定に基づく委任、代理等について必要な事項を定める。 

 

（教育長に委任する事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。 

    (１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

    (２) 委員会が定める規則等の制定又は改廃に関すること。 

    (３) 学校その他の教育機関の設置、廃止、位置変更及び名称変更に関すること。 

    (４) 委員会事務局及び学校その他教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。 

    (５) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に関すること。 

    (６) 教育予算その他の議会の議決を経るべき案についての意見の申出に関すること。 

    (７) 県費負担教職員の任免その他の進退についての内申に関すること。 

    (８) 県費負担教職員の分限及び懲戒についての内申に関すること。 

    (９) 県費負担教職員の人事、服務の監督及び研修の一般方針に関すること。 

    (10) 学齢児童及び生徒の就学すべき学校の区域の設定又は変更に関すること。 

    (11) 教科用図書の採択に関すること。 

    (12) 非常勤特別職の職員の任免、委嘱及び解職に関すること。 

    (13) １件 20,000,000 円以上の教育財産の取得申出に関すること。 

    (14) 附属機関に対する諮問、答申及び建議の処理に関すること。 

    (15) 奨学生並びに奨学金の給付の決定、廃止及び返還の減免に関すること。 

    (16) 訴訟、不服申立て、請願及び陳情に関すること。 

 

（教育長の臨時代理） 

第３条 教育長は、前条各号に掲げる事項の処理について、急施その他やむを得ない事情

があるとき又はあらかじめ委員会の指示を受けたときは、これを臨時に代理することが

できる。 

２ 教育長は、前項の規定により事務を臨時に代理したときは、次の委員会の会議に報告

し、委員会の承認を求めなければならない。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海老名市教育委員会 教育部 教育総務課 庶務担当 

〒 243-0492 海老名市勝瀬 175 番地の 1 

Tel 046‐235-4916（直通） 

Fax 046-231-0277 

E-mail kyoiku-soumu@city.ebina.kanagawa.jp 


